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想
定
外
の
自
民
党
勝
利

　

総
選
挙
で
自
民
党
は
2
6
1
議
席
の
絶

対
安
定
多
数
を
獲
得
し
た
。
自
民
党
だ
け

で
、
衆
議
院
の
常
任
委
員
会
す
べ
て
で
委

員
長
と
過
半
数
の
委
員
を
確
保
で
き
る
。

連
立
を
組
む
公
明
党
も
3
議
席
を
増
や
し

た
。

　

し
か
し
、
選
挙
前
に
は
、
森
友
学
園
問

題
な
ど
の
不
祥
事
や
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
な
ど
か
ら
、
自
民
党
は
現
有
議
席
を
大

幅
に
減
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ

た
。
岸
田
文
雄
首
相
は
、
勝
敗
ラ
イ
ン
を

与
党
で
過
半
数
の
2
3
3
と
し
た
。
公
明

党
の
29
と
合
わ
せ
た
3
0
5
議
席
よ
り
も

70
議
席
以
上
の
減
少
を
覚
悟
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
が
、
自
民
党
と
し
て
は
、

選
挙
前
の
2
7
6
議
席
か
ら
わ
ず
か
15
議

席
減
の
2
6
1
議
席
に
収
ま
っ
た
。

　

逆
に
、
共
産
党
と
の
選
挙
協
力
を
実
現

し
、
議
席
数
を
大
き
く
伸
ば
す
と
予
想
さ

れ
た
立
憲
民
主
党
は
、
13
議
席
減
の
96
議

席
し
か
獲
得
で
き
ず
、
枝
野
幸
男
代
表
は

辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。
共
産
党
も
2
議

席
減
ら
し
た
。

　

自
民
党
は
よ
く
分
か
ら
な
い
う
ち
に
勝

っ
た
。
自
民
党
の
政
権
運
営
、
政
策
提
案

が
評
価
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
勝
ち
方

も
圧
勝
で
は
な
か
っ
た
。
石
原
伸
晃
氏
ら

大
物
議
員
が
落
選
し
、
現
職
幹
事
長
が
小

選
挙
区
で
議
席
を
失
っ
た
。
小
選
挙
区
で

は
僅き

ん

差さ

の
勝
利
が
多
か
っ
た
。

　

勝
因
の
一
つ
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が

高
い
欧
州
で
感
染
者
数
が
拡
大
し
て
い
る

の
に
、
日
本
で
は
専
門
家
も
原
因
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数

が
激
減
し
た
こ
と
だ
。
自
民
党
の
総
裁
選

前
に
こ
れ
だ
け
減
少
し
て
い
れ
ば
、
菅
義

偉
前
首
相
は
総
裁
選
へ
の
出
馬
を
断
念
し

な
く
て
も
よ
か
っ
た
。
自
民
党
に
と
っ
て

は
最
悪
の
材
料
が
な
く
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
勝
因
は
、
立
憲
民
主
党
と

共
産
党
の
選
挙
協
力
で
あ
る
。
枝
野
代
表

ら
は
、
両
党
の
集
票
力
を
合
算
す
れ
ば
、

自
民
党
候
補
を
上
回
る
と
考
え
た
。
し
か

し
、
理
念
や
政
策
が
大
き
く
異
な
る
政
党

同
士
が
協
力
す
る
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
っ

総
選
挙
後
の
政
策
展
望

必
要
な
政
治
改
革
、発
言
力
増
す
維
新
の
会

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹

山
下
一
仁

解 説

　
自
民
党
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
の
激
減
と
、
立
憲
民
主
党
と
日
本
共
産
党
を
中
心
と
し
た
野
党

の
選
挙
協
力
と
い
う
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
意
外
な
勝
利
を
得
た
。「
55
年
体
制
」
の
1
・
5
大
政
党
制
が
復
活
、
定

着
し
た
。
立
憲
民
主
党
の
分
配
重
視
や
消
費
減
税
の
提
案
は
、
有
権
者
、
と
り
わ
け
若
い
世
代
に
嫌
わ
れ
た
。
逆
に
、
改

革
を
前
面
に
出
し
た
日
本
維
新
の
会
は
躍
進
し
た
。
今
回
の
選
挙
結
果
か
ら
来
夏
の
参
院
選
を
予
想
す
る
と
、
こ
れ
ま
で

与
党
が
苦
杯
を
喫
し
て
き
た
32
の
1
人
区
で
、
与
党
が
30
勝
す
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
立
憲
民
主
党
は

旧
社
会
党
の
運
命
を
た
ど
る
し
か
な
い
。
他
方
、
自
民
党
の
派
閥
政
治
の
復
活
や
世
襲
議
員
の
増
加
と
い
う
弊
害
を
抑
制

す
る
た
め
に
は
、
予
備
選
の
導
入
や
党
議
拘
束
の
緩
和
と
い
う
政
治
改
革
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

や
ま
し
た・か
ず
ひ
と　
東
大
法
卒
。

77
年
農
林
省
入
省
、農
水
省
ガ
ッ
ト

室
長
、農
村
振
興
局
次
長
な
ど
を
経

て
10
年
4
月
か
ら
現
職
。著
作
に「
い

ま
蘇
る
柳
田
國
男
の
農
政
改
革
」（
新

潮
選
書
）、「
T
P
P
が
日
本
農
業
を

強
く
す
る
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版

社
）な
ど
。

　



15 2021.11.25［木］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

た
。

　

結
局
、
両
党
の
選
挙
協
力
が
、
足
し
算

で
は
な
く
引
き
算
に
作
用
し
た
。
ま
ず
、

立
憲
民
主
党
の
支
持
団
体
で
あ
り
、
共
産

党
と
対
立
し
て
き
た
連
合
の
票
が
、
両
党

の
統
一
候
補
に
行
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

都
市
部
で
は
、
選
挙
協
力
が
効
果
的
で
も
、

保
守
的
な
考
え
の
強
い
地
方
で
は
、
共
産

党
に
対
す
る
拒
否
感
が
強
か
っ
た
。
選
挙

協
力
に
活
路
を
見
い
だ
し
た
結
果
、
か
え

っ
て
党
勢
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
他

方
、
共
産
党
と
距
離
を
置
い
た
国
民
民
主

党
は
、
議
席
を
伸
ば
し
た
。
自
民
党
か
ら

す
れ
ば
、
立
憲
民
主
党
の
自
滅
に
見
え
た

は
ず
だ
。

改
革
に
よ
る
成
長
か
分
配
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
に
代
わ
り
、
経
済
政

策
が
最

も
関
心

を
引
く

争
点
と

な
っ
た
。

立
憲
民

主
党
は
、

ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス

で
格
差

が
拡
大

し
た
と
主
張
し
、
分
配
重
視
や
消
費
税
率

の
引
き
下
げ
を
掲
げ
た
。

　

岸
田
氏
も
、
自
民
党
の
総
裁
選
で
は
、

規
制
改
革
推
進
会
議
の
改
組
を
主
張
す
る

な
ど
、
成
長
よ
り
も
分
配
に
力
点
を
置
い

た
。
特
に
、
高
額
所
得
者
の
金
融
所
得
に

は
20
％
し
か
課
税
さ
れ
な
い
た
め
、
金
融

所
得
課
税
の
強
化
を
訴
え
た
。
し
か
し
、

株
価
の
下
落
を
受
け
て
、
総
選
挙
を
前
に

こ
の
提
案
を
取
り
下
げ
た
。

　

立
憲
民
主
党
は
、
取
り
下
げ
は
変
節
で

あ
り
、
分
配
を
重
視
し
て
い
な
い
証
し
だ

と
批
判
し
た
。
分
配
重
視
は
旧
民
主
党
か

ら
続
く
主
張
だ
が
、
米
国
ほ
ど
所
得
格
差

が
開
い
て
い
な
い
日
本
社
会
で
は
、
ア
ピ

ー
ル
が
届
か
な
か
っ
た
。
岸
田
氏
は
、
立

憲
民
主
党
の
主
張
に
対
抗
し
、
成
長
も
分

配
も
重
要
だ
と
い
う
方
向
に
軌
道
修
正
し

た
。

　

同
じ
野
党
で
も
、
日
本
維
新
の
会
は
、

成
長
に
つ
な
が
る
〝
改
革
〟
を
前
面
に
出

し
た
。
経
済
政
策
で
は
、
右
に
日
本
維
新

の
会
、
真
ん
中
に
自
民
党
、
左
に
立
憲
民

主
党
と
い
う
構
図
と
な
っ
た
。
日
本
維
新

の
会
は
選
挙
前
の
11
議
席
か
ら
41
議
席
へ

と
躍
進
し
た
。
議
席
の
減
少
は
、
自
民
党

15
、
立
憲
民
主
党
13
、
共
産
党
2
、
合
計

30
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
維
新
の
会
の

増
加
数
と
同
じ
で
あ
る
。
民
意
は
改
革
を

支
持
し
た
。

　

消
費
税
軽
減
は
、
ア
ピ
ー
ル
し
な
か
っ

た
。
金
を
ば
ら
ま
い
て
お
い
て
、
税
収
を

減
少
さ
せ
る
と
い
う
、
財
政
健
全
化
を
無

視
し
た
提
案
に
、
有
権
者
は
釣
ら
れ
な
か

っ
た
。
矢
野
康
治
財
務
次
官
は
各
党
の
公

約
を
「
財
政
再
建
を
考
慮
し
な
い
ば
ら
ま

き
」
と
批
判
し
た
。

　

放
漫
財
政
の
つ
け
を
負
担
す
る
の
は
若

い
世
代
だ
。
経
済
が
成
長
し
な
い
ま
ま
で

は
、
将
来
へ
の
希
望
や
夢
を
絶
た
れ
る
ば

か
り
か
、
負
担
が
過
重
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
N
H
K
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
、
本

来
は
リ
ベ
ラ
ル
な
は
ず
の
、
10
代
や
20
代

の
若
い
世
代
の
多
く
が
、
立
憲
民
主
党
よ

り
も
自
民
党
に
投
票
し
た
。
ま
た
、
野
党

間
で
も
、
30
代
、
40
代
の
世
代
は
、
立
憲

民
主
党
よ
り
も
改
革
を
主
張
し
た
日
本
維

新
の
会
に
多
く
投
票
し
た
。
自
民
党
幹
部

か
ら
叱
ら
れ
た
矢
野
論
文
が
、
消
費
税
に

触
れ
な
か
っ
た
自
民
党
を
助
け
る
と
い
う

皮
肉
な
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
政
権
運
営
は
、
自
民
・
公
明
の

連
立
政
権
に
、
日
本
維
新
の
会
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
関
与
す
る
と
い
う
形
で
進
む
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
維
新
の
会
が

自
公
政
権
に
協
力
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ

は
個
別
の
政
策
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
自

民
と
公
明
の
よ
う
な
選
挙
協
力
に
ま
で
発

展
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
自
民
党
が

選
挙
で
公
明
党
の
協
力
を
求
め
る
の
は
、

小
選
挙
区
や
1
人
区
で
2
人
の
候
補
者
が
、

50
％
、
50
％
で
競
っ
て
い
る
と
き
に
、
3

％
の
組
織
票
が
相
手
側
に
行
く
と
6
％
の

差
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
も
自
民
党
が
候
補
者
を
立
て
る
こ
と

を
前
提
と
し
た
選
挙
協
力
で
あ
る
。
し
か

し
、
議
席
を
増
加
し
た
い
と
考
え
る
日
本

維
新
の
会
が
、
自
民
党
候
補
を
支
持
す
る

だ
け
の
役
割
に
甘
ん
じ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
自
民
党
が
現
職
を
降
ろ
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
経
済
政
策
に
つ
い

て
は
、
成
長
や
改
革
に
重
点
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
私
が
期
待
す
る
の

は
、
食
料
・
農
業
政
策
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
は
新
自
由
主
義
だ
と
批
判
さ
れ
た

が
、第
三
の
矢
の
構
造
改
革
（
成
長
戦
略
）

は
、
そ
れ
ほ
ど
進
ま
な
か
っ
た
。
減
反
廃

止
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
し
、
農

協
改
革
も
農
協
に
実
害
が
及
ば
な
い
よ
う

な
〝
寸
止
め
〟
だ
っ
た
。

　

国
会
の
農
林
水
産
委
員
会
は
、
減
反
推

進
、
米
価
維
持
、
株
式
会
社
の
農
地
保
有

反
対
、
農
協
改
革
反
対
、
農
産
物
貿
易
自

由
化
反
対
な
ど
、
農
政
の
重
要
政
策
に
つ

い
て
、
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で
、
オ
ー

ル
与
党
状
態
だ
っ
た
。

花を付ける岸田首相（10月31日、東京・永田町）
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同
委
員
会
で
は
以
前
、
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
T
P
P
）
交
渉
で
農
産
物
5
品
目

を
関
税
撤
廃
の
例
外
と
し
、
で
き
な
け
れ

ば
政
府
は
交
渉
か
ら
離
脱
す
べ
き
だ
と
い

う
、
農
業
以
外
の
利
益
を
考
慮
し
な
い
主

張
が
、
簡
単
に
決
議
さ
れ
た
。
納
税
者
負

担
で
高
米
価
を
維
持
す
る
減
反
政
策
に
対

し
、
野
党
は
も
っ
と
米
価
を
高
く
し
ろ
と

言
う
ば
か
り
で
、
貧
し
い
消
費
者
の
た
め

に
は
減
反
を
廃
止
し
て
米
価
を
下
げ
、
農

家
に
は
直
接
支
払
い
を
す
べ
き
だ
と
い
う

政
策
を
提
案
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
国

民
の
生
活
が
第
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

た
政
党
も
、
消
費
税
の
逆
進
性
を
問
題
と

し
て
食
料
品
の
軽
減
税
率
を
訴
え
た
政
党

も
、
食
料
品
価
格
を
高
く
す
る
関
税
の
維

持
を
、
国
益
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
米

価
低
下
で
も
、
立
憲
民
主
党
は
政
府
の
備

蓄
米
の
枠
を
拡
大
し
て
、
市
場
か
ら
米
を

買
い
入
れ
、
米
価
を
維
持
し
よ
う
と
提
案

し
、
自
民
党
も
追
随
し
た
。

　

各
党
の
農
業
政
策
に
対
す
る
唯
一
の
例

外
が
、
日
本
維
新
の
会
だ
っ
た
。
そ
の
農

業
政
策
は
、
減
反
廃
止
な
ど
他
党
の
伝
統

的
な
農
業
保
護
政
策
と
は
明
確
に
異
な
る

対
立
軸
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
政
策
分
野

で
も
、
既
得
権
益
を
打
破
し
、
改
革
を
ど

こ
ま
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
注

目
さ
れ
る
。

来
年
の
参
院
選
の
見
通
し

　

11
月
3
日
、
時
事
通
信
社
が
面
白
い
試

算
を
公
表
し
た
。
過
去
2
回
の
参
院
選
で
、

自
民
党
が
思
う
よ
う
に
議
席
を
獲
得
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
1
人
区
で
あ
る
。

2
0
1
3
年
は
29
勝
2
敗
だ
っ
た
の
に
、

16
年
は
21
勝
11
敗
、
19
年
は
22
勝
10
敗
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
衆
院
選
比
例
代
表

の
投
票
結
果
に
基
づ
き
、
来
夏
の
参
院
選

選
挙
区
の
各
党
の
獲
得
議
席
数
を
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
勝
敗
の
鍵
を
握
る
1
人
区
32

で
与
党
は
30
勝
2
敗
（
敗
北
は
岩
手
、
沖

縄
だ
け
）
で
、
過
去
2
回
連
続
で
野
党
候

補
が
当
選
し
た
宮
城
、
山
形
、
新
潟
、
長

野
、
大
分
の
1
人
区
も
与
党
が
議
席
を
奪

う
と
い
う
。
11
月
5
日
公
表
さ
れ
た
日
本

経
済
新
聞
の
試
算
で
も
、
自
民
党
の
28
勝

4
敗
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
2
回
の
参
院
選
で
は
、
自
民
党
が

全
体
で
は
勝
利
し
た
も
の
の
、
農
業
が
盛

ん
な
東
北
、
新
潟
、
長
野
の
八
つ
の
1
人

区
で
は
、わ
ず
か
1
〜
2
勝
す
る
だ
け
で
、

負
け
て
い
た
。
野
党
が
勝
っ
た
1
人
区
の

多
く
は
こ
れ
ら
農
業
県
だ
っ
た
。
米
価
の

低
迷
が
大
き
く
影
響
し
た
と
い
わ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
、
米
価
は
さ
ら
に
低
下
し
、

米
政
策
が
大
き
な
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
農
業
県
で

自
民
党
は
健
闘
し
た
。
わ
ず
か
2
年
で
農

家
票
が
変
化
し
た
と
は
思
え
な
い
。
と
す

れ
ば
、
や
は
り
立
憲
民
主
党
と
共
産
党
の

選
挙
協
力
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
働
い
た
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
立
憲
民
主
党
が
分
配
重
視
や
消

費
税
減
税
な
ど
の
政
策
を
継
続
し
て
掲
げ

る
と
す
れ
ば
、
再
び
民
意
の
反
撃
を
受
け

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
同
党

は
、
よ
り
根
本
的
な
改
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
。

　

55
年
体
制
と
呼
ば
れ
た
与
党
自
民
党
と

野
党
日
本
社
会
党
の
構
図
は
、
米
国
の
よ

う
な
2
大
政
党
制
で
は
な
く
、
1
・
5
大

政
党
制
と
い
わ
れ
た
。
自
民
党
に
代
わ
り

社
会
党
が
政
権
を
取
る
こ
と
は
、
当
の
社

会
党
さ
え
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

今
の
立
憲
民
主
党
と
同
様
、
万
年
野
党
の

社
会
党
は
、
財
源
な
ど
を
考
慮
し
な
い
で

無
責
任
な
主
張
を
重
ね
た
。

　

そ
の
原
因
は
、
1
9
4
7
年
社
会
党
委

員
長
片
山
哲
を
首
班
と
し
た
内
閣
の
失
敗

に
あ
っ
た
。「
社
会
党
に
や
ら
せ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ん
だ
。
で
も
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
。
ど
ん
な
に
悪
く
て
も
、
政
治
は
自

民
党
に
や
ら
せ
る
し
か
な
い
」。
こ
れ
が

戦
後
の
昭
和
を
生
き
た
多
く
の
国
民
の
実

感
だ
っ
た
。
国
民
は
社
会
党
の
無
責
任
な

主
張
を
見
透
か
し
て
い
た
。「
土
井
た
か

子
ブ
ー
ム
」
に
沸
い
た
消
費
税
導
入
後
の

1
9
9
0
年
の
総
選
挙
の
よ
う
に
、
社
会

党
が
ど
ん
な
に
勝
利
し
た
時
で
も
、
自
民

党
の
議
席
の
半
分
さ
え
獲
得
で
き
な
か
っ

た
。

　

立
憲
民
主
党
は
社
会
党
と
同
じ
道
を
た

ど
っ
て
い
る
。
革
新
政
党
で
あ
る
社
会
党

が
政
権
を
取
っ
た
と
き
も
、
2
0
0
9
年

の
民
主
党
政
権
誕
生
の
時
と
同
様
に
、
国

民
の
間
に
高
揚
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

二
つ
の
政
権
と
も
、
主
義
主
張
の
異
な
る

人
た
ち
の
混
成
部
隊
だ
っ
た
の
で
、
や
が

て
内
部
対
立
で
崩
壊
し
た
。
社
会
党
か
ら

分
か
れ
た
民
社
党
は
、
今
の
国
民
民
主
党

と
ほ
ぼ
同
じ
立
ち
位
置
で
あ
る
。

　

国
民
の
多
く
は
、
立
憲
民
主
党
を
自
民

党
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
代
替
）
と
は
考

え
て
い
な
い
。
菅
内
閣
の
支
持
率
が
い
く

ら
低
下
し
て
も
、
立
憲
民
主
党
の
支
持
は

一
向
に
ア
ッ
プ
し
な
い
ば
か
り
か
、
自
民

党
の
支
持
率
は
逆
に
ア
ッ
プ
し
た
。
旧
民

主
党
政
権
の
失
敗
は
、
立
憲
民
主
党
に
と

っ
て
大
き
な
負
の
遺
産
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
政
権
交
代
ど
こ
ろ
か
、

長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
た
結
果
、
消
滅
し

た
社
会
党
の
二
の
舞
い
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
は
、
自
民
党

の
議
席
が
過
半
数
を
大
き
く
超
え
た
こ
と
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を「
よ
か
っ
た
」と
す
る
人
が
47
%
で
、「
よ

く
な
か
っ
た
」
34
%
を
上
回
っ
た
。
さ
ら

に
、
過
半
数
超
え
の
理
由
は
、「
自
公
の

連
立
政
権
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
」
が
19
%
、

「
野
党
に
期
待
で
き
な
い
か
ら
」
が
65
%

に
達
し
て
い
る
（
11
月
8
日
付
）。

　

55
年
体
制
と
同
様
、
1
・
5
大
政
党
制

が
復
活
し
て
い
る
。
枝
野
代
表
は
今
回
の

総
選
挙
で
政
権
交
代
を
目
指
す
と
し
た
が
、

有
権
者
は
も
ち
ろ
ん
、
当
の
枝
野
代
表
さ

え
立
憲
民
主
党
が
政
権
を
取
る
な
ど
考
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
逆
に
、

自
民
党
は
立
憲
民
主
党
が
政
権
を
取
る
か

も
し
れ
な
い
と
有
権
者
の
不
安
を
あ
お
る

こ
と
で
、
票
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

自
民
党
が
大
変
な
失
敗
を
し
な
い
限
り
、

少
な
く
と
も
今
後
10
年
間
、
政
権
交
代
は

実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

政
権
交
代
だ
け
が
至
上
命
令
で
、
そ
の

た
め
に
ど

の
よ
う
な

政
党
を
つ

く
り
、
選

挙
に
勝
つ

た
め
に
ど

の
よ
う
な

政
策
を
提

案
す
る
か

を
検
討
す

る
と
い
う
、
小
沢
一
郎
氏
的
な
発
想
か
ら

脱
却
す
る
必
要
が
あ
る
。
80
年
代
後
半
以

降
の
政
治
の
舞
台
で
、
小
沢
氏
は
注
目
さ

れ
る
役
者
だ
っ
た
。
し
か
し
、
私
に
は
、

氏
が
政
権
交
代
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
政

策
や
社
会
を
目
指
し
て
き
た
の
か
、
い
ま

だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

立
憲
民
主
党
は
発
想
を
逆
転
さ
せ
、
ど

の
よ
う
な
社
会
を
目
指
し
、
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
政
策
が
必
要
と
な
る
の
か
と

い
う
政
党
本
来
の
目
的
に
立
ち
返
り
、
そ

れ
を
有
権
者
に
訴
え
て
い
く
べ
き
だ
。
政

党
に
と
っ
て
根
源
的
に
重
要
な
の
は
、
政

策
の
実
現
で
あ
っ
て
政
権
奪
取
で
は
な
い
。

政
権
交
代
し
な
く
て
も
、
国
会
の
論
戦
を

通
じ
て
世
論
を
動
か
し
、
望
ま
し
い
政
策

を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
1
・
5
大

政
党
制
は
受
け
入
れ
難
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
現
実
を
前
提
と
し
て
、
旧
社
会

党
と
は
異
な
る
野
党
の
姿
を
模
索
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
政
権
交
代
が
実
現

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
回
り
道
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
が
唯
一
の
道
で
あ
る
。

政
治
制
度
の
再
検
討

　

90
年
代
初
め
、
選
挙
制
度
改
革
を
含
め

た
政
治
改
革
は
、
最
大
の
政
治
課
題
だ
っ

た
。
中
選
挙
区
制
で
派
閥
に
よ
る
自
派
候

補
の
応
援
激
化
が
金
権
政
治
を
生
ん
だ
こ

と
の
反
省
や
、
政
権
交
代
が
容
易
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
、
小
選
挙
区
制
の

導
入
に
つ
な
が
っ
た
。

　

し
か
し
、
小
選
挙
区
制
で
は
多
数
の
死

票
が
出
る
。
今
回
の
得
票
率
を
見
る
と
、

自
民
党
は
、
小
選
挙
区
で
48
・
4
%
、
比

例
区
で
34
・
7
%
だ
っ
た
の
に
、
全
体
の

56
・
1
%
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
他
方
で
、

立
憲
民
主
党
は
、
小
選
挙
区
で
30
・
0
%
、

比
例
区
で
20
・
0
%
だ
っ
た
の
に
、
全
体

の
20
・
6
%
の
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
選

挙
制
度
は
、
政
権
交
代
で
は
な
く
、
現
政

権
を
維
持
・
安
定
さ
せ
、
1
・
5
大
政
党

制
を
固
定
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
。

　

2
大
政
党
制
は
実
現
せ
ず
、
政
権
交
代

は
、
選
挙
で
は
な
く
、
派
閥
が
主
導
す
る

自
民
党
の
総
裁
選
に
よ
っ
て
、
実
現
さ
れ

る
。
小
選
挙
区
制
で
党
執
行
部
の
力
が
強

く
な
る
と
、
派
閥
の
力
は
弱
ま
る
と
い
わ

れ
た
。
し
か
し
、
党
執
行
部
の
主
要
ポ
ス

ト
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
派
閥
の
活
動
が

活
発
化
す
る
兆
し
が
あ
る
。

　

小
選
挙
区
制
で
、
議
員
の
質
が
低
下
し

た
。
中
選
挙
区
制
で
は
、
個
々
の
自
民
党

議
員
が
政
策
を
学
び
、
議
員
同
士
で
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
競
争
し
た
。
今
の
自
民
党
議
員
は

党
の
公
認
を
受
け
れ
ば
、
ほ
ぼ
当
選
で
き

る
。
個
々
の
政
治
家
は
政
策
を
勉
強
し
な

く
て
も
よ
い
。
重
要
な
の
は
、
中
選
挙
区

制
で
は
個
人
だ
っ
た
が
、
小
選
挙
区
制
で

は
党
で
あ
る
。

　

現
職
優
先
の
下
で
、
新
人
が
党
の
公
認

を
受
け
る
の
は
難
し
い
が
、
世
襲
候
補
の

場
合
、
現
職
で
あ
る
親
な
ど
か
ら
地
盤
を

引
き
継
ぐ
の
で
、
新
人
で
も
党
の
公
認
を

受
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
地
盤
、
看
板
、

カ
バ
ン
（
金
）
の
「
3
バ
ン
」
が
あ
る
の

で
、当
選
の
確
率
は
さ
ら
に
高
ま
る
。「
新

人
候
補
の
当
選
率
は
非
世
襲
で
1
割
ほ
ど

だ
が
、
世
襲
は
6
割
に
達
す
る
」（
10
月

17
日
付
日
本
経
済
新
聞
）。
世
襲
候
補
だ

け
で
な
く
、
後
援
会
組
織
も
、
選
挙
区
に

お
け
る
自
己
の
利
益
や
利
権
の
維
持
の
た

め
に
、
世
襲
を
要
求
す
る
。

　

今
は
世
襲
議
員
だ
ら
け
だ
。
立
憲
民
主

党
で
も
山
田
正
彦
元
農
水
相
や
荒
井
聰
元

国
家
戦
略
担
当
相
の
子
息
も
当
選
し
た
。

政
治
家
と
い
う
職
業
が
相
続
さ
れ
て
い
る
。

政
治
家
の
子
供
よ
り
も
、
高
い
志
と
広
く

深
い
知
識
を
持
つ
人
は
い
る
は
ず
な
の
に
、

そ
の
人
た
ち
に
は
立
候
補
の
チ
ャ
ン
ス
が

与
え
ら
れ
な
い
。
政
治
家
の
子
供
か
ら
し

か
リ
ー
ダ
ー
を
選
べ
な
い
上
、
彼
ら
は
党

の
公
認
が
得
ら
れ
れ
ば
努
力
も
し
な
く
な

る
。
こ
れ
で
日
本
の
将
来
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
？　

こ
う
し
た
人
た
ち
に
、
た

た
き
上
げ
た
百
戦
錬
磨
の
外
国
首
脳
と
交

渉
す
る
こ
と
を
任
せ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

インタビューに答える立憲の枝野代表（10月
31日、東京・永田町）
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か
？

　

与
野
党
の
公
認
候
補
選
び
に
予
備
選
を

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
政
党
交
付
金
の
交

付
条
件
と
し
て
も
よ
い
。
現
職
で
あ
っ
て

も
公
認
候
補
と
な
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

必
死
で
政
策
の
勉
強
な
ど
を
行
う
だ
ろ
う
。

非
世
襲
候
補
で
あ
っ
て
も
、
能
力
、
魅
力

が
あ
れ
ば
、
現
職
に
代
わ
り
、
公
認
候
補

と
な
れ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
党
議
拘
束
を
緩
め
る
こ

と
で
あ
る
。
米
国
の
政
党
に
は
党
議
拘
束

は
な
い
。
与
党
議
員
で
も
平
気
で
大
統
領

が
望
む
法
案
に
反
対
す
る
。
各
議
員
へ
の

ロ
ビ
ー
活
動
は
活
発
に
な
る
が
、
議
員
の

政
策
へ
の
理
解
度
は
高
ま
る
。
日
本
と
同

じ
議
院
内
閣
制
を
採
る
英
国
で
も
、
は
っ

き
り
と
党
議
拘
束
を
か
け
る
の
は
予
算
案

だ
け
で
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
欧
州
連
合
か

ら
の
英
国
離
脱
）
法
案
の
採
決
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
党
議
拘
束
は
緩
や
か
で
あ
る
。

党
議
拘
束
が
な
け
れ
ば
、
各
議
員
は
議
会

で
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
支
持
者
を
説
得

で
き
る
だ
け
の
説
明
能
力
が
求
め
ら
れ
、

議
員
の
質
は
向
上
す
る
。

　

予
備
選
の
導
入
や
党
議
拘
束
の
緩
和
は
、

党
の
執
行
部
の
権
力
を
低
下
さ
せ
、
派
閥

政
治
の
弊
害
を
少
な
く
で
き
る
だ
ろ
う
。

新
し
い
政
治
改
革
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？


